
和気あいあいと民舞踊
　けやき荘の民舞踊講座のひとこま。今
月５日から開催するけやき荘まつりでの
発表に向けて、稽

けい
古
こ

に励んでいました。

●令和７年９月１日発行／発行所・蕨市役所
●８月１日現在人口：77,018人  前月比  ＋143人
　世帯数：42,751　　   人口密度：15,072人／㎢
●蕨市の面積　5.11㎢

2025/令和７年
わらび・903

広報WARABI
～今月の特集～

◦いきいき高齢者…………………２
◦衛生センター火災への対応……６
◦第73回わらび機まつり…………８



心
を
こ
め
て
モ
ッ
プ
掛
け
を
す
る
酒
井
さ
ん

駅
西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
の
交

番
の
隣
に
あ
る
蕨
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
以
下「
シ
ル

バ
ー
」）が
入
る
ビ
ル
内
に
は
、
公

共
ト
イ
レ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
清

掃
管
理
を
し
て
い
る
の
は
、
シ
ル

バ
ー
会
員
の
酒
井
さ
ん
。
８
人
で

シ
フ
ト
を
組
み
、
交
代
の
際
は
明

る
く
声
を
掛
け
合
う
な
ど
し
て
、

み
ん
な
で
清
掃
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
仕
事
を
始
め
た
の
は
、
８

年
前
。
人
の
役
に
立
ち
た
い
と
新

た
な
仕
事
を
探
し
て
い
る
と
、
ふ

と
、
蕨
駅
前
の
シ
ル
バ
ー
の
看
板

が
目
に
入
り
ま
す
。
職
員
の
丁
寧

な
対
応
が
印
象
深
か
っ
た
と
い
う

酒
井
さ
ん
は
、
す
ぐ
に
会
員
に
登

録
。
求
め
ら
れ
る
な
ら
、
ど
ん
な

仕
事
も
進
ん
で
引
き
受
け
た
い
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
現
在
の
清

掃
管
理
の
仕
事
を
紹
介
さ
れ
ま
す
。

　

活
動
中
に
気
を
つ
け
て
い
る
こ

と
は
、
利
用
者
の
気
持
ち
に
な
り

清
掃
す
る
こ
と
。
実
際
に
利
用
者

か
ら
、「
こ
こ
の
ト
イ
レ
は
い
つ
も

き
れ
い
ね
」
と
言
わ
れ
る
と
、
活

動
の
励
み
に
な
る
そ
う
で
す
。
ま

た
、
自
分
が
け
が
を
し
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
に
も
注
意
を
払
っ
て

い
ま
す
。
特
に
、
自
分
の
足
跡
が

付
か
な
い
よ
う
に
後
ろ
向
き
に
歩

く
モ
ッ
プ
掛
け
は
、
転
び
や
す
い

た
め
集
中
力
が
必
要
で
す
。「
こ
の

清
掃
業
務
は
結
果
的
に
健
康
増
進

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
大
学

時
代
の
友
人
と
会
っ
て
も
私
が
い

ち
ば
ん
元
気
な
ん
で
す
よ
」と
、う

れ
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
シ
ル
バ
ー
に
登
録
し

て
、
新
た
な
仲
間
が
出
来
ま
し
た

し
、
自
分
に
合
う
仕
事
を
紹
介
し

て
く
れ
る
の
で
、
毎
日
い
き
い
き

過
ご
せ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
登

録
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
き
っ
と
ぴ

っ
た
り
な
仕
事
が
見
つ
か
り
ま
す

よ
」
と
、
新
た
な
生
き
が
い
へ
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特集：いきいき高齢者

シニアの力～

元気の秘訣
け つ

　今月15日は敬老の日。高齢 者の皆さんの元気な姿は、
まちを明るくしてくれます。 ここ２、３㌻では、地域に
貢献しながら毎日をはつらつ と過ごす２人を紹介します。

～シルバーのお仕事（一部抜粋）～ 入会説明会のご案内
　入会に当たっては、説明会への参加が必要です。

《今月の開催日程》※事前予約制

18日（木）　午前９時　旭町公民館
※以降の日程は同センターへ。

《予約方法》
電話で同センターか右記二次元コード

 管理業務	 サービス業務
 ○公共施設管理 ○家事サービス
 ○放置自転車対策 ○家庭内ゴミ出し
 ○駐車場管理 ○蜂の巣駆除

一般作業	 	 技能を生かす仕事
○マンション清掃 ○ビル清掃 ○植木の剪

せん

定・伐採
○粗大ごみ持ち出し ○除草 ○賞状宛名書き

新たな生きがいでいきいきと

酒
さか

井
い

 仁
ひろ

之
ゆき

 さん　81歳　北町

蕨
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問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
総
務
課

（
緯
433
・
７
７
５
３
）

町
で
現
役
美
容
師
と
し
て

美
容
院
を
経
営
し
つ
つ
、

地
域
の
美
容
師
か
ら
な
る
「
県
美

容
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
蕨
支
部
」

の
支
部
相
談
役
も
務
め
る
佐
近
さ

ん
は
、
地
域
の
た
め
、
市
内
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
カ
ッ
ト

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
ま
す
。

　

蕨
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
開
設
当
初

か
ら
40
年
以
上
に
わ
た
り
、
支
部

の
皆
さ
ん
と
月
に
一
度
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
佐
近
さ
ん
。

「
き
れ
い
で
可
愛
く
し
ま
し
ょ
う

ね
」
と
、
優
し
く
声
を
掛
け
な
が

ら
行
う
カ
ッ
ト
は
好
評
で
、
み
ん

な
こ
の
時
間
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
若
い
頃
の
国
内
外
で
の
ヘ

ア
シ
ョ
ー
な
ど
を
通
し
て
培
っ
た

確
か
な
技
術
で
、
髪
の
１
本
１
本

の
角
度
に
も
こ
だ
わ
り
ま
す
。
10

年
前
か
ら
は
支
部
の
活
動
と
は
別

に
、
南
町
の
い
き
い
き
タ
ウ
ン
蕨

で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
開
始
。「
地

元
で
お
世
話
に
な
っ
た
人
も
い
る

の
で
、
カ
ッ
ト
を
す
る
こ
と
で
少

し
は
恩
返
し
で
き
て
い
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
」と
、ほ
ほ
え
み
ま
す
。

　

そ
ん
な
佐
近
さ
ん
が
、
人
生
に

お
い
て
大
事
に
し
て
い
る
テ
ー
マ

は「
人
へ
の
感
謝
」。
お
店
の
お
客

優
し
く
声
を
掛
け
て
カ
ッ
ト
す
る
佐
近
さ
ん

さ
ん
や
施
設
利
用
者
の
皆
さ
ん
、

と
も
に
働
く
ス
タ
ッ
フ
や
元
ス
タ

ッ
フ
の
み
ん
な
。
全
て
の
出
会
い

を
た
い
せ
つ
に
、
支
え
て
く
れ
た

人
た
ち
に
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ

て
、
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
元
気
の
秘
訣
を
伺
う

と
、「
定
期
的
に
皆
さ
ん
の
話
を
聞

け
る
美
容
師
の
仕
事
が
大
好
き
。

こ
の
仕
事
を
ひ
た
む
き
に
続
け
、

多
く
の
人
と
交
流
す
る
こ
と
が
元

気
の
秘
訣
よ
。
あ
と
は
、
よ
く
寝

て
よ
く
食
べ
る
こ
と
ね
」
と
、
ち

ゃ
め
っ
気
た
っ
ぷ
り
に
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。こ
の
明
る
い
人
柄
で
、

こ
れ
か
ら
も
周
り
の
人
た
ち
を
笑

顔
に
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

～地域で輝く

これが私の 
　今月15日は敬老の日。高齢 者の皆さんの元気な姿は、
まちを明るくしてくれます。 ここ２、３㌻では、地域に
貢献しながら毎日をはつらつ と過ごす２人を紹介します。

　蕨市シルバー人材センターでは、仕事や子育てなど
がひと段落された高齢者の生きがいや健康づくりのた
め、さまざまな仕事を提供しています（右㌻参照）。そ
の人の希望に合った働き方ができ、講習会などのサポ
ートも充実していて、未経験でも安心です。特別な資
格や難しい手続きなどは要りません。

　高齢者の皆さんの経験や技術を就業を通して、地域
に生かしませんか。
対象＝健康で働く意欲のある60
歳以上の人　※会員登録制
問い合わせ＝同センター

（中央１－30－２　緯433・0962）

蕨市シルバー人材センターへご入会ください

蕨　駅
西　口

蕨駅西口交番

駅
前
通
り

●

★ シルバー人材センター

感謝の気持ちを胸に生涯現役

佐
さ

近
こん

 美
み

枝
え

子
こ

 さん　83歳　南町

南
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●
敬
老
祝
金
／
９
月
１
日
現
在

で
、
蕨
市
に
引
き
続
き
１
年
以
上

住
ん
で
い
る
左
表
の
年
齢
の
人
に

お
祝
い
金
を
お
贈
り
し
ま
す
。

　

●
福
祉
入
浴
サ
ー
ビ
ス
／
65
歳

以
上
で
自
宅
に
お
風
呂
が
な
い
人

か
、
70
歳
以
上
で
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
人
に
毎
月
４
回
分
（
７
月

と
８
月
は
６
回
分
）
の
公
衆
浴
場

の
入
浴
券
（
自
己
負
担
あ
り
）
を

差
し
上
げ
ま
す
。

　

●
福
祉
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
／
70

歳
以
上
で
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

人
に
年
５
回
分
、
市
内
理
美
容
の

割
引
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

●
徘
徊
高
齢
者
等
家
族
支
援
サ

ー
ビ
ス
／
徘は

い

徊か
い

行
動
の
あ
る
高
齢

者
が
専
用
端
末
機
を
携
帯
す
る
こ

と
で
、
家
族
が
本
人
の
居
場
所
を

確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

●
在
宅
要
介
護
高
齢
者
手
当
／

在
宅
で
要
介
護
度
が
重
い
低
所
得

の
人
に
月
額
５
０
０
０
円
を
支
給
。

対
象
＝
蕨
市
の
介
護
保
険
被
保
険

者
で
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の

要
件
を
全
て
満
た
す
人　

①
65
歳

以
上　

②
施
設
に
入
所
し
て
い
な

い　

③
介
護
保
険
の
要
介
護
４
か

５　

④
介
護
保
険
の
保
険
料
段
階

が
第
３
段
階
以
下
（
世
帯
全
員
が

市
民
税
非
課
税
）
⑤
生
活
保
護
を

受
け
て
い
な
い　

⑥
在
宅
重
度
障

害
者
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い

　

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
軽
減

助
成
／
居
宅
及
び
地
域
密
着
型
の

介
護（
予
防
）サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用

の
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
に
、

負
担
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

●
民
間
賃
貸
住
宅
に
係
る
助
成

／
対
象
＝
次
の
要
件
を
全
て
満
た

す
人　

①
市
内
に
１
年
以
上
在
住

②
70
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し
か
、

配
偶
者
の
一
方
が
70
歳
以
上
の
夫

婦
世
帯　

③
世
帯
全
員
が
市
民
税

非
課
税　

※
そ
の
他
条
件
あ
り
。

▼
入
居
保
証
料
助
成
／
市
内
の
民

間
賃
貸
住
宅
を
借
り
る
と
き
に
、

市
と
協
定
し
た
保
証
会
社
の
家
賃

等
債
務
保
証
制
度
を
利
用
し
た
場

合
、初
回
保
証
料
の
２
分
の
１（
上

限
３
万
円
）
を
助
成
し
ま
す
。

▼
家
賃
助
成
／
対
象
者
が
住
む
民

間
賃
貸
住
宅
の
家
賃
を
助
成
し
ま

す
。
助
成
額
（
月
額
）
＝
①
家
賃

が
月
額
１
万
円
以
上
３
万
円
未
満

６
０
０
０
円　

②
家
賃
が
月
額
３

万
円
以
上
６
万
円
以
下　

１
万
円

　

●
老
人
居
室
整
備
資
金
／
60
歳

以
上
の
人
と
同
居
し
て
い
る
か
、

今
後
同
居
し
よ
う
と
す
る
人
が
高

齢
者
専
用
の
居
室
を
備
え
た
住
宅

を
建
築
す
る
際
の
必
要
な
資
金
融

資
を
斡あ

っ

旋せ
ん

し
、利
子
を
全
額
助
成
。

融
資
限
度
額
＝
１
２
０
万
円

　

●
介
護
予
防
の
た
め
の
住
宅
改

修
費
助
成
／
手
す
り
の
設
置
や
段

差
解
消
、
扉
や
便
器
の
取
り
替
え

な
ど
。
対
象
＝
次
の
要
件
を
全
て

満
た
す
人　

①
65
歳
以
上
の
在
宅

高
齢
者　
②
介
護
保
険
の
要
介
護
・

要
支
援
に
該
当
し
な
い　

③
世
帯

全
員
が
市
民
税
非
課
税　

※
そ
の

他
条
件
あ
り
。
助
成
額
＝
改
修
費

の
３
分
の
２
以
内
で
上
限
10
万
円

　

●
補
聴
器
購
入
費
助
成
／
65
歳

以
上
で
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

対
象
に
な
ら
な
い
中
等
度
難
聴
の

人
に
補
聴
器
購
入
費
の
一
部
を
助

成　

※
要
事
前
申
請
。
上
限
４
万

円
。
片
耳
１
台
分
で
１
回
限
り
。

給
付
・
助
成
・
融
資
な
ど

高齢者福祉事業 ぜひご活用を

　市内には65歳以上のかたが、人
口の約２３％に当たる17,494人いら
っしゃいます（８月１日現在）。そ
こで４、５㌻では、皆さんが元気
に暮らせるように実施されている
各種福祉事業や制度を紹介します。

― 問い合わせ ―
健康長寿課（緯433･7756）

特集：いきいき高齢者

松原会館の趣味講座「デッサンからの絵画入門」の皆さん（先月22日）

満年齢 金額

75歳 20,000円
77歳 20,000円
80歳 20,000円
85歳 20,000円
88歳 25,000円
90歳 30,000円
95歳 30,000円

99歳以上 50,000円
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●
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
／
65

歳
以
上
の
介
護
保
険
の
要
介
護
４

か
５
の
人
に
、
自
宅
で
利
用
で
き

る
割
引
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

●
寝
具
乾
燥
等
サ
ー
ビ
ス
／
65

歳
以
上
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
、

寝
具
類
の
乾
燥
や
消
毒
が
困
難
な

独
り
暮
ら
し
か
高
齢
者
世
帯
に
毎

月
１
回（
11
月
〜
３
月
は
月
２
回
）、

寝
具
乾
燥
車
を
派
遣
し
ま
す
。
寝

具
の
洗
濯
は
年
１
回
で
す
。

　

●
配
食
サ
ー
ビ
ス
／
65
歳
以
上

の
独
り
暮
ら
し
や
夫
婦
世
帯
な
ど

で
、
食
事
の
用
意
を
す
る
の
が
難

し
い
場
合
、
１
食
４
０
０
円
で
温

か
い
夕
食
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

●
日
常
生
活
用
具
の
給
付
／
火

災
警
報
器
、電
磁
調
理
器
、自
動
消

火
器
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
65
歳

以
上
の
人
に
給
付
。
※
所
得
に
よ

り
本
人
負
担
が
生
じ
る
場
合
あ
り
。

　

●
歩
行
補
助
づ
え
が
も
ら
え
ま

す
／
歩
行
に
常
時
つ
え
が
必
要
な

65
歳
以
上
の
人

　

●
紙
お
む
つ
が
も
ら
え
ま
す
／

常
時
お
む
つ
を
必
要
と
医
師
が
認

め
る
65
歳
以
上
の
人

　

●
緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス
／
健
康

に
不
安
の
あ
る
65
歳
以
上
の
独
り

暮
ら
し
か
高
齢
者
世
帯
の
固
定
電

話
に
受
信
セ
ン
タ
ー
と
直
結
の
専

用
機
器
を
設
置
。
健
康
相
談
や
救

急
車
の
要
請
、
出
動
員
の
派
遣
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
固
定
電
話
が
な
い
人
も
申
請
可
。

　

●
ぷ
ら
っ
と
わ
ら
び
無
料
パ
ス

／
対
象
＝
75
歳
以
上
の
市
民　

申

し
込
み
＝
年
齢
が
確
認
で
き
る
本

人
確
認
書
類
と
証
明
写
真
（
縦
３

㌢
×
横
2.4
㌢
）
２
枚
を
持
ち
、
安

全
安
心
課
（
緯
430
・
７
８
３
４
）

　

●
運
転
免
許
証
自
主
返
納
事
業

／
１
年
以
内
に
自
主
返
納
し
た
65

歳
以
上
の
市
民
に
、
バ
ス
回
数
券

（
７
７
０
０
円
分
）か
タ
ク
シ
ー
券

（
初
乗
り
14
回
分
）を
交
付
（
１
回

限
り
）。　

申
し
込
み
＝
年
齢
が
確

認
で
き
る
物
と
取
り
消
し
を
受
け

た
免
許
証
か
取
消
通
知
書
を
持
ち
、

安
全
安
心
課
（
緯
430
・
７
８
３
４
）

　

介
護
・
福
祉
・
保
健
・
医
療
な

ど
の
支
援
を
行
う
総
合
相
談
窓
口
。

　

●
第
一
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー（
緯
434
・
６
７
２
１
）／
錦
町
、

北
町
、
中
央
１
・
３
〜
６
丁
目
に

お
住
ま
い
の
人

▼
介
護
者
交
流
サ
ロ
ン　

あ
か
り

／
９
日（
火
）　
午
後
１
時
半　
中
央

３
丁
目
旭
町
町
会
集
会
所　

介
護

経
験
の
あ
る
市
民　

直
接
会
場
へ

▼
ち
ょ
こ
っ
と
貯
筋
体
操
教
室　

け
や
き
／
12
日（
金
）　

午
前
10
時

15
分　

北
町
公
民
館　

65
歳
以
上

の
市
民　

無
料　

直
接
会
場
へ

▼
誰
で
も
サ
ロ
ン
／
17
日（
水
）　

午
後
１
時
半　

旭
町
公
民
館　

65

歳
以
上
の
市
民　

直
接
会
場
へ

▼
体
操
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
サ
ロ

ン　

き
ら
り
／
25
日（
木
）　

午
前

10
時　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

65
歳
以
上
の
市
民　

直
接
会
場
へ

　

●
第
二
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー（
緯
290
・
８
５
８
７
）／
中
央
２
・

７
丁
目
、
南
町
に
お
住
ま
い
の
人

▼
介
護
者
教
室
／
①
10
月
４
日

（
土
）＝
介
護
食
・
食
事
介
助　

②

11
月
８
日（
土
）＝
介
護
技
術　

午

前
10
時　

い
き
い
き
タ
ウ
ン
蕨　

市
民　

各
先
着
20
人　

無
料　

申

し
込
み
＝
①
は
26
日
ま
で
、
②
は

29
日
〜
10
月
31
日
に
同
セ
ン
タ
ー

　

●
第
三
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
（
緯
498
・
６
１
２
２
）
／
塚
越

に
お
住
ま
い
の
人

▼
み
ん
な
の
サ
ロ
ン
／
11
日（
木
）

＝
東
公
民
館　

17
日（
水
）＝
同
セ

ン
タ
ー　

午
後
２
時　

65
歳
以
上

の
市
民　

各
12
人　

申
し
込
み
＝

同
セ
ン
タ
ー

▼
ス
ロ
ー
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
教
室
／

25
日（
木
）　

午
後
２
時　

65
歳
以

上
の
市
民　

無
料　

申
し
込
み
＝

18
日
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー

▼
介
護
者
サ
ロ
ン
／
29
日（
月
）　

午
後
２
時　

市
民　

12
人　

申
し

込
み
＝
同
セ
ン
タ
ー

　

●
老
人
憩
い
の
家
み
つ
わ
苑
／

60
歳
以
上
の
市
民
が
利
用
可
。

▼
交
流
プ
ラ
ザ
さ
く
ら
ま
つ
り　

囲
碁･

将
棋
大
会
／
10
月
11
日（
土
）

正
午　
各
先
着
20
人　
無
料　
申
し

込
み
＝
同
施
設（
緯
432
・７
２
７
１
）

　

●
け
や
き
荘
／
60
歳
以
上
の
市

民
が
利
用
可
。

▼
け
や
き
健
康
麻
雀
／
第
１
・
３

金
曜
日　

午
後
１
時　

詳
細
＝
同

施
設
（
緯
441
・
０
７
０
５
）

▼
俳
画
／
第
２
・
４
木
曜
日　

午

前
10
時　

20
人　

詳
細
＝
同
施
設

　

●
松
原
会
館
／
60
歳
以
上
の
市

民
が
利
用
可
。

▼
や
さ
し
い
筋
ト
レ
体
操
講
座
／

10
月
３
日
〜
24
日　

毎
週
金
曜
日

全
４
回　

午
前
９
時
半　

先
着
17

人　

無
料　

申
し
込
み
＝
11
日
か

ら
同
館
（
緯
443
・
６
５
４
２
）

　

●
高
齢
者
ク
ラ
ブ
／
19
の
ク
ラ

ブ
が
市
内
に
あ
り
、
お
お
む
ね
60

歳
以
上
の
人
が
入
会
可
。
詳
細
＝

健
康
長
寿
課（
緯
433
・
７
７
５
６
）

　

●
老
人
ホ
ー
ム
「
ケ
ア
ハ
ウ
ス

松
原
」
／
60
歳
以
上
の
人
（
夫
婦

可
）　
施
設
見
学
可　

詳
細
＝
同
施

設
（
緯
432
・
６
７
４
７
）

　

●
お
年
寄
り
を
敬
う
会
／
13
日

（
土
）　

午
前
の
部
（
午
前
９
時
半

～
11
時
15
分
）
＝
錦
町
、
南
町
、

中
央
１
・
２
・
６
・
７
丁
目
地
区　
午

後
の
部
（
午
後
２
時
半
～
４
時
15

分
）
＝
塚
越
、
北
町
、
中
央
３
・

４
・
５
丁
目
地
区　
市
民
会
館　
式

典
、小
学
生
敬
老
作
文
朗
読
、子
ど

も
た
ち
の
ダ
ン
ス
発
表
、
歌
謡
シ

ョ
ー
な
ど　

対
象
＝
80
歳
以
上
の

人
（
昭
和
20
年
９
月
30
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
）
※
対
象
者
に
は
今

月
上
旬
に
招
待
状
を
送
付
。
詳
細

＝
健
康
長
寿
課（
緯
433
・７
７
５
６
）

在
宅
で
の
サ
ー
ビ
ス

生
活
用
具
の
給
付
・
貸
与

ご
利
用
く
だ
さ
い

充
実
し
た
毎
日
を

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

お
知
ら
せ
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蕨
市
と
戸と

田だ

市
の
ご
み
を
処
理

し
て
い
る
蕨
戸
田
衛
生
セ
ン
タ
ー

で
、
７
月
12
日
に
火
災
が
発
生
し

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
施
設
の
稼

働
が
止
ま
り
、
ご
み
収
集
を
３
日

間
停
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
町
会
の
皆
さ
ん
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
円
滑
に

対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
ご
み
焼
却
施
設
、
粗
大

ご
み
処
理
施
設
は
稼
働
停
止
中
で

す
が
、
ご
み
の
収
集
は
、
ご
み
の

処
理
を
委
託
す
る
他
の
自
治
体
や

民
間
企
業
の
ご
協
力
に
よ
り
、
７

月
17
日
か
ら
再
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
火
災
は
粗
大
ご
み
処
理

施
設
で
発
生
し
、
ご
み
焼
却
施
設

に
は
大
き
な
損
傷
は
見
ら
れ
な
い

も
の
の
、
施
設
全
体
の
電
気
系
統

が
大
き
く
損
傷
し
ま
し
た
。
施
設

の
再
稼
働
に
つ
い
て
、
蕨
戸
田
衛

生
セ
ン
タ
ー
で
は
、
先
月
18
日
か

ら
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
、
し
尿

処
理
施
設
、
管
理
棟
の
電
気
が
仮

復
旧
し
、
資
源
ご
み
な
ど
の
処
理

を
順
次
再
開
し
て
い
ま
す
。
ご
み

焼
却
施
設
は
、
来
年
３
月
か
ら
の

再
稼
働
を
目
指
し
て
、
今
後
、
電

気
設
備
な
ど
の
復
旧
工
事
が
進
め

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
粗
大
ご
み
処

理
施
設
に
つ
い
て
は
、
建
物
の
火

害
調
査
等
を
行
い
、
今
後
の
復
旧

方
針
が
検
討
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

火
災
へ
の
対
応
に
係
る
経
費
と
財

源
は
下
図
の
と
お
り
で
す
。

　

今
回
の
火
災
の
原
因
は
不
明
で

す
が
、
近
年
、
充
電
式
の
小
型
家

電
製
品
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
な
ど
が
原
因

と
な
っ
た
火
災
が
全
国
的
に
増
え

て
い
ま
す
。
今
回
の
火
災
も
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
が
原
因
で
あ
る

可
能
性
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
蕨
市
の
ご

み
の
分
別
で
は
、「
消
火
器
・
バ
ッ

テ
リ
ー
」に
区
分
さ
れ
ま
す
の
で
、

収
集
日
に
だ
い
だ
い
色
の
か
ご
に

捨
て
て
く
だ
さ
い（
詳
細
左
㌻
）。

な
お
、
そ
の
他
の
ご
み
は
、
下
記

の
二
次
元
コ
ー
ド
よ
り
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
確
認
の
上
、
正
し
く
分

別
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
市
内
の
ご
み
を
他
の
自

治
体
に
搬
出
し
て
い
る
た
め
、
生

ご
み
の
水
気
切
り
や
食
品
ロ
ス
を

減
ら
す
等
、
ご
み
の
減
量
に
も
ご

協
力
く
だ
さ
い
。ま
た
、収
集
が
通

常
よ
り
遅
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
が
、ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
と
蕨
戸
田
衛
生
セ
ン
タ
ー
組

合
で
は
今
後
も
、
円
滑
な
ご
み
の

収
集
と
処
理
の
体
制
を
整
備
し
つ

つ
、
一
日
も
早
い
セ
ン
タ
ー
施
設

の
再
稼
働
を
目
指
し

て
、
復
旧
工
事
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

衛
生
セ
ン
タ
ー
火
災
に
よ
る

損
傷
状
況
と
復
旧
の
見
通
し

蕨
戸
田
衛
生
セ
ン
タ
ー
火
災
へ
の
対
応

ご
み
の
分
別
・
減
量
に
ご
協
力
を

　

７
月
12
日
、
蕨
戸
田
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
火
災
が
発
生
し

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、ご
み
処
理
へ
の
対
応
状
況
や
、施
設

の
再
稼
働
、
ご
み
の
分
別
・
減
量
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
等
や

小
型
家
電
は
適
切
に
分
別
を

ご
み
の
減
量
や
収
集
時
間
に

ご
理
解
・
ご
協
力
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
＝
安
全
安
心
課
生

活
環
境
係（
緯
443
・
３
７
０
６
）

▲出火元の破砕物排出コンベヤ付近 ▲火災発生時の様子

＜火災への対応に係る経費と財源＞

他自治体等へのごみ処理委託料 約18億309万円

ごみ焼却施設復旧工事 21億1,200万円
※ごみ焼却施設復旧工事の財源は火災復旧事業債で賄い、
来年度以降、火災保険や両市の負担金により返還。

その他経費含む合計	 約41億円

蕨戸田衛生センター組合

ごみ処理委託
料への負担金

蕨市・戸田市

特別交付税
（２分の１）

国
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　現在、県内自治体や東京23区等
にごみの受け入れ処理をお願いし
ています。通常よりも収集運搬・
処理に時間とコストがかかるため、
分別の徹底と、生ごみの水切りや
食品ロスの削減等のごみの減量化
にご協力ください。また、生ごみを
乾燥や発酵させて、減量または肥
料にする「生ごみ処理機・処理容器」
が今月１日購入分から地球温暖化
対策設備等設置費補助制度（補助
率２分の１、上限３万円）の対象
になります。詳細は右記
二次元コードよりホーム
ページを御覧ください。

　現在、もやすごみの一部・粗大
ごみ・もえないごみは当施設で
積み替えて受け入れ先自治体等
に搬出しています。仮置き場に
限りがあるため、引き続き分別・
減量にご協力ください。ごみ焼
却施設は来年３月の再稼働を目
指し、工事を進めています。粗
大ごみ処理施設は更に期間を要
する見込みですが、再稼働に向
けて全力で取り組んでいきます。

蕨戸田衛生センター組合

業務課管理係

佐
さ

藤
とう

 理
り

恵
え

　係長

Interview

乾燥させると
　　約７分の１に！
乾燥させると
　　約７分の１に！

ごみの減量にご協力ください

　リチウムイオン電池
などの充電式電池は、
強い衝撃や圧力が加わ
った際に、発熱・発火
するおそれがあります。

　充電式電池や充電式
の小型家電製品は「消
火器・バッテリー」の
収集日にだいだい色の
かごに捨ててください。

発火しやすいリチウムイオン電池 充電式電池はだいだい色のかごへ
爆発の危険も！

混ぜないで！

リチウムイオン電池等のごみに注意

モバイル
バッテリー

電子たばこ 小型扇風機 電動歯ブラシ 電動ひげそり デジタルカメラ

ワイヤレス
イヤホン

ハンディ
掃除機

おもちゃ・
ゲーム

スマートフォン・
タブレット

火災の原因になりやすい

▲乾燥型生ごみ処理機のイメージ

《製品の例》

▲県内の受け入れ先（ピンク色）

※リチウムイオン電池等や充電式の小型家電製品は、12月から透明の袋に入れて、だいだい色の
かごへ捨ててもらうよう、変更になる予定です。
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▼
蕨
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル　

土
曜
日   

午
前
９
時　

東
小
学
校　

小
学
生　

月
１
０
０
０
円
〈
小
林
・
糸
ｙ
．
ｋ

ｏ
ｂ
ａ
ｒ
ｕ
ｇ
ｂ
ｙ
＠
ｇ
ｍ
ａ
ｉ
ｌ
．

ｃ
ｏ
ｍ
〉

▼
蕨
中
央
エ
ン
ゼ
ル
ス（
少
年
野
球
）   

土
・
日
曜
日
・
祝
日　

午
前
８
時
20

分　

中
央
小
学
校
か
南
小
学
校　

年

長
〜
小
学
生　

月
２
５
０
０
円
〈
堀

井
・
緯
090
・
６
０
４
６
・
６
０
２
２
〉

▼
英
書
を
読
む
会
（
中
学
英
語
・
時

事
英
語
の
翻
訳
）
土
曜
日　

午
前
10

時　

南
公
民
館　

中
学
生
以
上　

無

料
〈
桐
谷
・
緯
443
・
０
２
３
２
〉

▼
蕨
北
町
サ
ッ
カ
ー　

土
・
日
曜
日
・

祝
日　

北
小
学
校　

年
中
〜
小
学
生   

月
１
５
０
０
〜
２
０
０
０
円
（
未
就

学
児
は
年
２
０
０
０
円
）〈
小
泉
・
緯

090
・
４
９
４
８
・
５
９
３
６
〉

▼
蕨
塚
越
サ
ッ
カ
ー　

土
・
日
曜
日
・

祝
日　

東
小
学
校
か
塚
越
小
学
校　

年
長
〜
小
学
生　
月
２
５
０
０
円〈
浦

野
・
緯
090
・
４
１
３
９
・
１
３
８
２
〉

▼
蕨
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
ク
ラ
ブ　

金
曜

日　

午
後
１
時　

西
公
民
館　

月
５

０
０
円
〈
武
山
・
緯
080
・
１
３
５
９
・

３
８
７
０
〉

●
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か

情報ダイヤル
掲載は無料で抽選です（前月
未掲載の団体優先）。申し込み
＝毎月１日～５日の平日に秘
書広報課（緯433・7703）へ
※いただいた
情報は、市ホ
ームページに
も掲載します。

　

か
つ
て
、
機
織
り
の
ま
ち
と
し

て
栄
え
た
蕨
の
歴
史
に
由
来
す
る

「
わ
ら
び
機
ま
つ
り
」。
73
回
目
と

な
る
今
年
も
先
月
１
日
か
ら
３
日

ま
で
、盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
の
蕨
駅
西
口
か
ら
旧
中
山

道
ま
で
は
色
鮮
や
か
な
箱
飾
り
や

笹
飾
り
で
彩
ら
れ
た
ほ
か
、
わ
ら

び
音
頭
や
わ
ら
び
小
唄
な
ど
に
合

わ
せ
た
手
踊
り
、
演
奏
や
ダ
ン
ス

な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
ふ
れ
あ

い
交
流
協
定
を
結
ぶ
群
馬
県
片か

た

品し
な

村
の
農
産
物
や
蕨
ブ
ラ
ン
ド
認
定

品
の
販
売
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
が
め

じ
ろ
押
し
。
来
場
者
は
３
日
間
で

延
べ
17
万
人
に
上
り
、
駅
前
通
り

は
蕨
の
夏
の
風
物
詩
を
楽
し
む
皆

さ
ん
の
笑
顔
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

わらび機まつり
蕨の夏を彩る

第73回
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▼
南
囲
碁
ク
ラ
ブ　

火
曜
日　

午
前

９
時
半　

南
公
民
館　

無
料　

蕨
市

出
身
プ
ロ
棋
士
に
よ
る
指
導
碁
あ
り

（
不
定
期
）〈
山
本
・
緯
432
・
４
５
４
３
〉

▼
北
町
囲
碁
ク
ラ
ブ　

土
曜
日　

午

後
０
時
半　
北
町
公
民
館　
無
料
〈
小

林
・
緯
431
・
３
１
８
０
〉

▼
健
康
麻
雀
カ
レ
ッ
ジ　

中
央
公
民

館
＝
月
曜
日　

松
原
会
館
＝
水
曜
日   

北
町
公
民
館
＝
金
曜
日　

午
後
１
時   

南
公
民
館
＝
土
曜
日　

午
後
０
時
半   

月
１
０
０
円　
１
回
１
０
０
０
円〈
中

谷
・
緯
070
・
６
４
７
３
・
５
３
３
５
〉

▼
ね
こ
の
み
み（
お
し
ゃ
べ
り
交
流
）

月
１
回　

正
午　

市
内　

５
０
０
円

〈
岩
本
・
緯
090
・
３
４
３
１
・
４
２
９
５
〉

▼
悠
久
の
成
人
向
け
テ
ニ
ス
ス
ク
ー

ル　

10
月
７
日
〜
12
月
16
日　

火
曜

日　

全
11
回　

午
後
３
時
15
分　

富

士
見
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

中
級
者　

先

着
12
人　
１
万
１
０
０
０
円〈
田
代
・

緯
070
・
６
４
６
０
・
０
１
９
３
〉

▼
秋
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室　

27
日

〜
10
月
25
日　

土
曜
日　

全
５
回　

午
前
９
時　

富
士
見
テ
ニ
ス
コ
ー
ト   

小
学
生
以
上　
先
着
40
人　
１
０
０
０

円　

申
し
込
み
＝
19
日
ま
で
に
軟
式

庭
球
連
盟〈
秋
山
・
緯
443
・
６
６
７
５
〉

▼
蕨
少
年
少
女
合
唱
団
２
０
２
５
演

奏
会　

28
日（
日
）　

午
後
２
時　

市

民
会
館　

６
０
０
円
（
小
学
生
以
下

無
料
・
保
護
者
同
伴
）〈
高
野
・
緯
090
・

９
８
３
８
・
８
８
８
０
〉

▼
蕨
断
酒
会　

12
日（
金
）＝
南
公
民

館　

18
日（
木
）＝
旭
町
公
民
館　

午

後
７
時
〈
大
住
・
緯
090
・
２
７
４
９
・

９
６
４
０
〉

●
参
加
し
ま
せ
ん
か

　国勢調査は10月１日現在で日本に
住む全ての人と世帯が対象となる、
重要な統計調査であり、さまざまな
行政施策の基礎データとして役立て
られます。今月下旬頃から調査員が
各世帯に調査票を配布しますので、
ご協力をお願いします。

　調査員は顔写真付きの「国勢調査
員証」（右下イメージ）を携帯して、
各ご家庭に伺いま
す。国勢調査を装
った「かたり調査」
にご注意ください。

▶インターネットで回答
　調査員が配布する『インターネッ
ト回答依頼書』を使い、専用サイト
から24時間いつでも回答可能です。

▶郵送で回答
　調査票に鉛筆で記入し、同封の郵
送提出用封筒で郵送してください。

問い合わせ
○国勢調査コンタクトセンター
　16日～11月７日
　午前９時～午後９時
　（緯0570・02・5901）
○庶務課
　（緯433・7705）

ご協力ください

回答期限は10月８日(水)

｢かたり調査｣ にご注意ください

▲国勢調査
ホームページ

9　広報WARABI
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　７月27日、市民会館と中央公民館で､｢サ
マー・パーク・フェスティバル2025／第59
回青少年まつり｣ が開催されました。ステ
ージ発表や各種クラフト、風船割り、影絵
人形劇などが行われ、会場は大盛況。訪れ
た約2,000人はイベントを楽しみながら、地
域や青少年同士の交流を深めていました。

青少年を育む夏のお祭り

平和を願って市民が集う

　地球温暖化について楽しく学んでもらお
うと、先月２日はくるる、17日は中央公民館
でＳＤＧｓ推進事業「家族で学ぶＳＤＧｓ・
みんなで学ぶＳＤＧｓ」が開催されました。
講演会や漫才、バッジ作り、グループワーク
が行われ、延べ110人の参加者にとって環境
問題について考える良い機会となりました。

地球の未来を考える催し

　戦後80年・蕨市平和都市宣言40周年を記
念して、先月２日、市民会館で記念行事が
行われました。第１部の記念式典に続き、
第２部では川口ぞうれっしゃ合唱団による
平和コンサート「ぞうれっしゃがやってき
た」を開催。集まった611人は戦争の悲惨さ
と平和の尊さをあらためて胸に刻みました。

ま
ち
の
話
題

こ
こ
で
は
７
月
下
旬
か
ら
８
月
中
旬
ま
で
の
話
題
を
紹
介
し
ま
す

 

ビ
デ
オ
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
る
話
題
は
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
放
映
し
ま
す

市からのお知らせ・地域の話題などをお送りします
「ハローわらび」９月の番組表

「ハローわらび」ＤＶＤ／放送終了後から貸し出します　無料　詳細・貸し出し場所＝秘書広報課（☎433・7703）

放送時間は、毎日午前９時・
正午・午後３時・６時・９時
からそれぞれ45分間です。

CATV

8/29（金）～9/4（木）
00 市政ガイド
わらび市政ほっとNews

05 タウンタウン
家族で学ぶSDGs・

みんなで学ぶSDGs
10 蕨市政なう！

誰一人取り残されない
安心の学びの場を整備15

20 採れたてスポット
地域の話題が盛りだくさん

30 知って得する暮らしの情報

5（金）～11（木）
市政ガイド
わらび市政ほっとNews

タウンタウン

体験してみようeスポーツ

住友生命保険と
包括連携協定を締結

国際青少年キャンプ
inリンデン報告会

安全安心なまちづくり
組み立ててみよう！給水栓

知って得する暮らしの情報

12（金）～18（木）
タウンタウン
ひとり暮らしのごはん教室

特集・ウィークリープラス

中学生
スピーチコンテスト

美術探訪
河鍋暁斎記念美術館

知って得する暮らしの情報

19（金）～25（木）
市政ガイド
わらび市政ほっとNews

タウンタウン
スマイラ・ハートアート

音楽が響き渡るまち

蕨市民音楽祭

知って得する暮らしの情報

26（金）～10/2（木）
タウンタウン

けやき荘まつり

ハロウィンツリーを作ろう

蕨市政なう！

進む！蕨のＤＸ化
スマホで使える便利ツール

採れたてスポット
地域の話題が盛りだくさん

知って得する暮らしの情報
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「
大
好
き
な
姉
・
葵あ

お
い

に
い
つ
も

く
っ
つ
い
て
遊
ん
で
い
る
甘
え

ん
坊
な
梓
で
す
が
、最
近
で
は
、

ゴ
ミ
捨
て
や
お
も
ち
ゃ
の
片
付

け
を
手
伝
う
よ
う
に
。
少
し
ず

つ
で
き
る
こ
と
が
増
え
、
そ
の

成
長
が
う
れ
し
い
で
す
」
と
母

親
の
美
喜
さ
ん
。「
ス
ー
パ
ー
で

話
し
か
け
ら
れ
た
と
き
、
元
気

な
受
け
答
え
で
み
ん
な
を
笑
顔

に
し
て
い
て
ほ
ほ
え
ま
し
か
っ
た

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
周
り
を

明
る
く
で
き
る
子
で
い
て
ほ
し

い
で
す
」と
父
親
の
哲
也
さ
ん
。

梓
あずさ

ちゃん（２歳１か月）

小
こ

島
じま

  哲
てつ

也
や

さん

　　  美
み

喜
き

さんの 次女
北町５丁目

179

市長　賴 髙 英 雄

市民と市長の面会日
　面会日は毎月第１木
曜日。今月は４日です。
10月は２日です。時間
は午後１時～５時を予
定しています。
　ご希望のかたは秘書
広報課（緯433・7701）
へご連絡を。

蕨戸田衛生センターの復旧と
更なる安全対策について

　

７
月
の
火
災
に
よ
り
蕨
戸
田
衛

生
セ
ン
タ
ー
の
ご
み
処
理
施
設
が

稼
働
で
き
な
い
状
況
と
な
り
ま
し

た
が
、
現
在
、
他
の
自
治
体
の
ご

協
力
に
よ
り
、
ご
み
処
理
を
行
う

と
と
も
に
、
施
設
の
復
旧
に
向
け

て
全
力
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
な
ど
一
部
施
設
は
、

電
気
の
仮
復
旧
に
よ
り
先
月
18
日

か
ら
再
稼
働
し
、
ご
み
焼
却
施
設

は
、
来
年
３
月
中
の
稼
働
を
目
指

し
て
復
旧
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
対
策
に
は
約
41
億
円
か

か
り
、
戸と

田だ

市
と
共
同
で
の
負
担

と
な
り
ま
す
が
、
火
災
保
険
に
加

え
、
国
の
特
別
交
付
税
な
ど
財
源

確
保
に
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

　

火
災
の
原
因
は
、
消
防
の
実
況

見
分
で
も
「
不
明
」
で
す
が
、
原

因
究
明
と
再
発
防
止
の
た
め
、
外

部
の
専
門
家
を
含
む
委
員
会
を
設

置
し
、
既
に
第
１
回
の
会
合
を
開

催
し
ま
し
た
。
１
月
の
川か

わ

口ぐ
ち

市
の

焼
却
施
設
火
災
を
受
け
て
対
策
を

強
め
て
い
た
だ
け
に
、
今
回
の
火

災
は
大
変
残
念
で
す
が
、
し
っ
か

り
と
検
証
を
進
め
、
再
発
防
止
策

を
講
じ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
面
、
全
国
で
火
災
の
原
因
と

な
っ
て
い
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電

池
の
対
策
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

今
月
か
ら
は
生
ご
み
処
理
機
へ
の

補
助
を
行
う
な
ど
、
ご
み
の
更
な

る
減
量
化
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
募
集
中
！　
詳
細
＝
秘
書
広
報
課（
緯
433
・
７
７
０
３
）

　先月18日､ 第二地域包括支援センターに
よる介護予防事業 ｢体験してみようｅスポ
ーツ」が南公民館で開催されました。ゲー
ムを通して健康長寿を目指そうと、参加し
た18人は太鼓型のコントローラーを使った
リズムゲームに挑戦。白熱した対戦を楽し
みながら、介護予防に取り組んでいました。

ｅスポーツで健康づくり

　７月25日、蕨市議会は臨時会で、議長に
大石圭子氏を選出しました。大石氏は平成
27年に初当選、３期目、わらび未来の会。
市議会副議長、予算決算常任委員会委員長、
総務常任委員会委員長などを歴任。塚越７
丁目在住、68歳。

新
た
な
議
長
に

　
大
石
氏
選
出大

おお

石
いし

 圭
けい

子
こ

 議長



 今月の河鍋暁斎記念美術館 今月の河鍋暁斎記念美術館

開　館＝午前10時～午後４時　ところ＝南町４-36-４
休　館＝火・木曜日（祝日除く）､ 26日～末日
入館料＝一般600円　高校生・大学生500円
　　　　小・中学生300円　65歳以上500円
　　　　※ 学生は学生証、65歳以上は年齢の分かる物をご提示ください。

詳　細＝同館（緯441 ･ 9780）

広
報
蕨　

九
〇
三
号　

令
和
七
年
九
月
一
日
発
行　

毎
月
一
回
発
行　

印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

●広報蕨　№９０3　●発行 ／ 蕨市役所　緯048（432）3200　　●編集 ／ 秘書広報課広報広聴係

い
！
」
と
い
う
気
合
い
と

と
も
に
鋭
い
突
き
を
繰
り

出
す
ス
コ
フ
ィ
ー
ル
ド
咲
良
さ
ん

（
９
歳
・
錦
町
２
丁
目
）。
先
月
開

催
さ
れ
た
、
文
部
科
学
大
臣
杯
第

67
回
小
学
生
全
国
空
手
道
選
手
権

大
会
小
学
３
年
生
女
子
組
手
の
部

で
み
ご
と
３
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

姉
の
仁に

菜な

さ
ん
の
稽け

い

古こ

姿
に
憧

れ
４
歳
で
空
手
を
始
め
る
と
、
一

瞬
の
間
合
い
を
読
み
技
を
出
し
合

う
組
手
の
駆
け
引
き
に
魅
了
さ
れ
、

す
ぐ
に
空
手
の
と
り
こ
に
。
こ
れ

ま
で
地
区
大
会
で
優
勝
す
る
な
ど

実
績
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
小
学

３
年
生
か
ら
出
場
で
き
る
全
国
大

会
は
、念
願
の
舞
台
。
そ
の
た
め
、

週
２
日
、
１
日
４
時
間
の
練
習
と

週
末
７
時
間
の
強
化
練
習
、
地
方

大
会
へ
の
遠
征
な
ど
、
日
々
の
鍛

ひと
小学生全国空手道選手権大会　第３位

更なる高みを目指して

錬
に
更
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　

４
月
に
行
わ
れ
た
県
予
選
は
、

全
国
大
会
へ
と
続
く
大
事
な
一
戦
。

緊
張
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
な
な

か
、
こ
れ
ま
で
の
努
力
を
信
じ
て

戦
い
抜
き
、
５
位
で
憧
れ
の
舞
台

へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
す
。
そ
の

後
も
全
国
の
強
豪
と
の
戦
い
に
備

え
て
、
経
験
豊
富
な
上
級
生
と
実

践
形
式
で
の
練
習
に
励
み
、
力
の

あ
る
相
手
に
も
臆
せ
ず
挑
む
強
い

気
持
ち
と
、
冷
静
に
動
き
を
見
極

め
る
感
覚
を
磨
い
て
い
き
ま
し
た
。

　

迎
え
た
大
会
当
日
。
特
訓
が
支

え
と
な
り
、
緊
張
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
高
身
長
を
生
か
し
た
上

段
突
き
で
相
手
の
動
き
を
誘
う
と
、

き
れ
い
な
カ
ウ
ン
タ
ー
を
決
め
、

勝
利
。
鮮
烈
な
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
り

ま
す
。
勢
い
そ
の
ま
ま
、
５
人
を

破
り
準
決
勝
へ
。
小
柄
で
ス
ピ
ー

ド
の
あ
る
選
手
を
相
手
に
同
時
に

技
を
出
し
ま
し
た
が
、
引
き
手
の

速
さ
で
一
歩
及
ば
ず
。
そ
れ
で
も

初
挑
戦
の
全
国
大
会
で
、
３
位
と

い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　
「
結
果
に
満
足
は
し
て
い
ま
せ

ん
。
負
け
た
試
合
を
研
究
し
て
次

は
絶
対
優
勝
し
ま
す
」
と
前
を
向

く
姿
は
、
今
回
の
大
会
で
一
段
と

大
き
く
成
長
し
ま
し
た
。
悔
し
さ

を
糧
に
挑
戦
を
重
ね
力
を
増
し
た

拳
は
、
全
国
優
勝
の
夢
に
向
か
っ

て
ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
て
い
ま
す
。

輝

いて
ます

得意の上段突きで笑顔を見せるスコフィールドさん

Kawanabe
yosa

i

　

今
か
ら
１
４
０
年
前
の
明
治
18
年

（
１
８
８
５
）、
暁
斎
は
、
英
国
人
建
築

家
で
暁
斎
か
ら
日
本
画
を
学
ん
で
い
た

ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
（
１
８
５
２

〜
１
９
２
０
）
ら
と
と
も
に
日に

っ

光こ
う

へ
出

か
け
、
多
く
の
景
勝
地
を
写
生
し
ま
し

た
。
そ
れ
ら
を
絵
巻
に
仕
立
て
た
暁
斎

は
、
明
治
20
年
（
１
８
８
７
）
に
自
画

伝
の
『
暁
斎
画
談
』
を
出
版
し
た
際
、

旅
の
思
い
出
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

滝
の
写
生
を
４
図
掲
載
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
の
１
図
の
本
図
に
は
、
滝
の
手

前
に
暁
斎
自
身
と
コ
ン
ド
ル
ら
が
描
き

入
れ
ら
れ
て
お
り
、
華け

厳ご
ん

の
滝
の
雄
大

さ
が
実
感
で
き
ま
す
。

河
かわ

鍋
なべ

 暁
きょう

斎
さい

天保２年（1831）
～明治22年（1889）

現在の茨城県古河市
に生まれる。浮世絵
や狩野派を学び、江
戸・東京の庶民から
人気を博す｡ 明治９
年､ 万国博覧会に肉
筆画を出品。14年、
内国勧業博覧会で日
本画の最高賞受賞。
娘の暁翠も日本画家。

─No.112─

暁斎筆『暁斎画談』外篇より
「同　華厳瀧」

明治20年（1887）刊　版本

天才絵師の作品

蕨にあり

詳しい内容
は館ホーム
ページを御
覧ください

本作品は現在の展覧会で御覧いただけます

スコフィールド 咲
さ

良
ら

 さん

河鍋暁斎記念美術館（開催中）
企画展「旅と暁斎・暁翠」展
同時開催　特別展「故・山根光雄制作
　　　　　　　　　　　　　復刻浮世絵版画」展

「

え


